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外国人等に向けた熱中症等関連情報

熱中症予防広報メッセージ

訪日外国人のための救急車利用ガイド

【総務省消防庁】

○ 内容
• 救急車の利用方法及び救急車を利用する際のポイント
• 熱中症予防対策のための熱中症予防のポイント、応急手当等
○ 対応言語
• ７種類（英、中国（繁・簡）、韓、仏、伊、タイ）
○ 具体的な取組
• 都道府県及び各消防本部と連携し、普及促進。
• 消防庁HP及び外国人旅行者向け災害時情報提供アプリ

「Safety tips」に掲載。

○ 内容
• 暑い日や時間帯に効果的な広報ができるよう熱中症予防の

広報メッセージのデータを20例作成
○ 対応言語
• ４種類（日、英、中（繁）、韓）
○ 具体的な取組
• 都道府県及び各消防本部等への活用依頼。
• 消防庁HPに掲載。

表紙及び目次

熱中症応急手当

救急車利用方法

救急車利用時のポイント
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２０２０年東京大会に向けた外国人等に対する熱中症等関連情報の発信 【外務省】

在トロント総領事館HP 在マナウス総領事館HP 在メルボルン総領事館ツィッター

３．掲載例

平成３０年５月～８月の間，在外公館より環境省作成リーフレットのリンク掲載を通じ，熱中症関連情報を発信。

１．取組

２．発信公館数

HP掲載公館数：１０４（内訳：北米１２，欧州２０，大洋州６，アフリカ１６，中東１０，中南米２２，アジア１６，政府代表部２）
SNS掲載公館数：３１ （内訳：北米１，欧州６，大洋州３，アフリカ１，中東５，中南米９，アジア５，政府代表部１）

在ミャンマー大使館フェイスブック
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○情報発信・啓発活動の推進
→環境省、消防庁、厚労省が連携し、オリパラ事務局等関係省庁等の

協力を得て、熱中症の説明や予防法など発信すべき情報を整理。

→地方自治体を通じた情報発信や啓発活動の推進。

→熱中症対策に係る多言語のリーフレットや障害者向けのリーフレットを

作成。

○大会運営における応急体制の整備

→開催地である都県、地元医師会、日本救急医学会等の関係団体と協力し、地元の医療資源や地理的要因
を考慮しつつ、必要な救急医療体制を確保。

○医療機関における外国人受入を含めた医療体制の整備

→医療機関への医療通訳・外国人向け医療コーディネーターの配置支援等を通じて、外国人患者受入れ体

制の整備を推進。

○労働者の熱中症予防（事業者による対策への支援）

→事業者による暑さ指数の把握と、指数に応じた対応（休憩場所、水分補給、作業中止等）

作業開始前の健康状態の確認と作業指示時の配慮

厚生労働省における
東京2020に向けた暑さ対策の取組

厚生労働省
提出資料

3



救命救急センター（289カ所）
（うち、高度救命救急センター（41カ所））

病院群輪番制病院（421地区、2,851カ所）

救命救急医療（第三次救急医療）

入院を要する救急医療（第二次救急医療）

初期救急医療

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在

ドクターヘリ（53カ所）

平成30年４月１日現在

平成30年９月24日現在

共同利用型病院（14カ所）

在宅当番医制（625地区）

休日夜間急患センター（575カ所）

○重症及び複数の診療科領域にわたる全ての
重篤な救急患者を２４時間体制で受け入れ
るもの。

○二次医療圏単位で、圏域内の複数の病院が、
当番制により、休日及び夜間において、入
院治療を必要とする重症の救急患者を受け
入れるもの。

○二次医療圏単位で、拠点となる病院が一部
を開放し、地域の医師の協力を得て、休日及
び夜間における入院治療を必要とする重症救
急患者を受け入れるもの。

○郡市医師会ごとに、複数の医師が在宅当番
医制により、休日及び夜間において、比較
的軽症の救急患者を受け入れるもの。

○地方自治体が整備する急患センターにて、
休日及び夜間において、比較的軽症の救急患
者を受け入れるもの。

救急医療体制体系図
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【2019.3.5更新：斎藤】病院群輪番制・共同利用型病院・在宅当番医制・休日夜間急患センターをH30.4.1時点に更新
【2018.9.25更新：斎藤】石川県の運航開始に伴い、ドクターヘリ５２→５３
【2018.3.27更新：稲葉】鳥取県の運航開始に伴い、ドクヘリ５１ヵ所⇒５２ヵ所に更新
【2018.3.27更新：野口】センター数289へ。（名古屋市立東部医療センターがH30.2.1に指定）（高度救命救急センター：39、地域救命救急センター：17）
【2017.11.16更新：稲葉】病院群輪番制・共同利用型・在宅当番医制・休日夜間急患センター数をH29.3.31時点に更新
【2017.9.5更新：稲葉】救命救急センターをH29.8.31時点に、高度を38→39に更新
【2017.7.14修正：稲葉】救命救急センターの数を286→288に修正
【2017.6.5 修正：稲葉】病院群輪番制病院の数を2,704カ所に修正
【2017.4.18更新：稲葉】（高度救命救急センター数を更新）
【2017.4.11更新：山本】（救命救急センター数を更新）
【2017.1.24更新：山本】（医療機関数、ドクヘリ配置数を更新）
【2016.4.8更新：牛坊】（更新内容：センター数をH28.4.1時点で２７９ヶ所から２８３ヶ所へ）
【2016.2.8更新：牛坊】（更新内容：H27.3.31時点の病院郡輪番制病院の箇所数を修正）
【2015.12.8更新：牛坊】（更新内容：H27.3.31時点の病院郡輪番制病院、共同利用型病院、在宅当番医制、休日夜間急患センターの地区数及び箇所数）
【2015.8.25更新：樋口】（更新内容：H27.8.24時点の最新ドクヘリ数：富山県が導入）
【2015.7.21更新：樋口】（更新内容：H27.7.1時点の最新の救命センター数、高度救命センター数に更新）
【2015.6.5更新：樋口】（更新内容：4／28の最新ドクヘリ数：滋賀県が導入）
【2015.2.16更新：石川】（更新内容：2/16の最新ドクヘリ数：北海道４機目追加）
【2014.11.6更新：石川】（更新内容：H26.10.1の最新救命センター数、ドクヘリの時点を10／1、H26.3.31の二次と初期の地区数及びヶ所数へ）
【2014.4.1更新：石川】（更新内容：H26.4.1の最新救命センター数、ドクヘリの時点を4／1へ）
【2014.2.13更新予定：石川】（更新内容：H25.3.31の初期及び二次のヵ所数等）
【2014.1.17更新予定：石川】（更新内容：1/1の最新救命センター数、1/17の最新ドクヘリ数：佐賀県追加）
【2013.12.1更新：石川】（更新内容：11/30の最新ドクヘリ数：兵庫２機目追加）
【2013.10.7更新：石川】（更新内容：10/1の最新の高度救命センター数）
【2013.9.5更新：石川】（更新内容：9/1の最新の救命センター数、高度救命センター数）
【2013.7.1更新：石川】（更新内容：7/1の最新の救命センター数）
【2013.5.20更新：石川】（更新内容：5/4の最新の救命センター数、5/1の最新ドクヘリ数）
【2013.01.30更新：酒井】（更新内容：12/16の最新の救命センター数）
【2012.10.04更新：酒井】（更新内容：10/1の最新の救命センター、ﾄﾞｸﾍﾘ機数。輪番制病院の地区数［387→398］･箇所数［2992→3259］、急患センター箇所数［508→556］の修正。）

http://2.bp.blogspot.com/-3Yq4chqAbIA/VIhOoVZOgII/AAAAAAAApfE/W2u5_NaF8aw/s800/helicopter_doctor.png


外国人患者受入に関する環境整備（厚生労働省の取組）

現
状

■ 外国人患者受入れのための環境整備が不可欠

※ 訪日外国人数： 年間 3,119万人 （2018年） 、 在留外国人数： 約263万人 （2018年6月）

■特に外国人観光客については、…（中略）…観光客自身の適切な費用負担を前提に、旅行中に病気やけがをした場合
でも、不安を感じることなく適切な医療を受けられる環境整備を行う。また、在留外国人にも共通する点は同様の取組を
行う。 （未来投資戦略2018（2018年6月閣議決定））

厚
生
労
働
省
の
取
組

医療機関の整備 地域の受入体制強化

■ 各地域の拠点となる医療機関の整備
• 医療通訳者・医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの配置支援 等

■ 医療機関の院内体制整備支援
• 院内案内表示、問診票等の多言語化 等

■ 医療通訳のシステム構築
• 医療通訳育成カリキュラム・テキストの作成 等

■ 多言語の診療申込書等を厚労省ＨＰで公開
• 5か国語（英・中・韓・ｽﾍﾟｲﾝ・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ）で作成

■ 都道府県単位でのモデル構築の支援
• 医療機関、観光業界等を含め横連携するために、都道府県
単位で、多分野の関係者による議論の場の設置、地域固有
の実情把握、情報発信等 を行う
※2018年度は5箇所で実施

（北海道、東京都、三重県、京都府、大阪府）

■ 電話通訳の団体契約の利用促進
• 団体契約を通じ電話医療通訳の利用促進を図る

■ 外国人患者受入に係る医療機関向けマニュアル

の作成

■希少言語も含めて対応可能な遠隔通訳サービス
• 希少言語にも対応可能な遠隔通訳サービスを提供

■医療コーディネーター等養成研修
• 医療コーディネーター等の養成研修等を実施

■翻訳ICT技術に対応したタブレット端末等の配置
• 翻訳ICT技術に対応したタブレット端末等を配置

※ 都道府県が選定した「外国人患者を受け入れる拠点的医療

機関」を中心に支援

従
来
の
取
組

新
た
な
取
組(

令
和
元
年
度)

■ 都道府県単位の医療・観光等連携ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ対応
• 都道府県に、地域の課題の協議等を行う業界分野横断的
な関係者による協議会を設置し、実態の
把握・分析や受入医療機関の整備方針
の協議、リスト作成と関係者への周知、
地域の課題の協議などを行う。

• 都道府県に、医療機関等から
寄せられる様々な相談にも
対応できるワンストップ窓口を設置する。

協議の場
消防（救急）

医療

観光

多文化共生
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観光庁の取組 Safety tips/訪日外国人旅行者受入医療機関選定

外国人等に対する熱中症等関連情報の発信

＜取組状況＞
 平成31年3月から、Safety tips の災害時情報（熱中症情報を含む。）を配信するサービスを他のアプリでも共有いただける仕組みを構築。

（参考） 「Safety tips」について
・訪日外国人旅行者が安心して旅行できるよう、平成26 年10 月から提供を開始した外国人旅行者向け災害時情報提供アプリ。
・日本国内における緊急地震速報、津波警報、気象特別警報等をプッシュ型で通知できるなど、災害時に必要な情報を収集できる
リンク集等を提供。

・５言語（英語、中国語（簡体字/繁体字）、韓国語、日本語）に対応

熱中症情報

外国人受入可能な医療機関情報

交通機関情報 等

緊急連絡先情報

平成29年3月追加

プッシュ通知 とるべき行動

医療機関における外国人受入を含めた医療体制の整備

＜取組状況＞
 観光庁・厚労省の要件に基づき、外国語診療が可能な医療機関について、平成３０年度に追加選定

を実施し、全国から新たに約３４０箇所の医療機関が報告され合計約１,６００箇所に拡充。
 「訪日外国人旅行者受入れ可能な医療機関」リストとして、日本政府観光局（JNTO）のホームページ

等に掲載して多言語で情報発信。
「訪日外国人旅行者受入れ可能な医療機関」リスト

プッシュ型情報発信アプリ「Safety tips」

訪日外国人旅行者受入れ可能な医療機関選定
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観測・処理基盤の強化

気象庁①：気象情報に係る予測精度の向上及び充実

ひまわり８号・９号による
観測体制開始

（2017年３月開始）

明るいうちの早めの自治体による防災体制や
住民の避難準備を呼びかける情報の提供

台風接近時の防災行動計画
（ﾀｲﾑﾗｲﾝ）に沿った早めの防災対応を支援

静止気象衛星
ひまわり8号・9号等による観測

世界最高水準の予測精度を目指し計算能力を
強化したスーパーコンピュータを導入

明日までの詳細な
気温分布予報の提供
（2020年３月開始予定）

新しいスーパーコンピュータの
運用開始

（2018年６月開始）

台風強度の
予報期間の延長
（2019年３月開始）

15 時間先までの
詳細な降水分布予測
（2018年６月開始）

大雨
夕方 夜間

早いﾀｲﾐﾝｸﾞで豪雨の
可能性を予測

４日先
暴風

５日先
暴風

性能が飛躍的に向上し
膨大なデータを取得

延長

５日先３日先

中心気圧
最大風速等

現在の20kmメッシュから５kmメッシュになる
詳細な明日までの気温分布予報の提供

２週間先までの
気温予報の提供

（2019年６月開始予定）

熱中症に対する事前の準備など、
気温の変動への早めの対策や計画の策定を支援

日付 2 3 4 5 6 7 8 9
(7-11)

10
(8-12)

11
(9-13)

12
(10-14)

13
(11-15)

東
京

最高
（℃） 34 34 33 33 32

27 27 26 25 24最低
（℃）

週間

天気予報
（従来）

（２週目は５日間平均）

これまでの取組状況 今後の取組予定

気象情報の予測精度向上や充実
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気象庁②：外国人等に対する熱中症等関連情報の発信

英語版熱中症
ポータルサイト

気温（７日間平均）が
平年よりかなり高い又は

かなり低い可能性が
３０％以上となるか予報

向こう一週間の天気・気温を予報

リアルタイムの
気温分布を

1kmメッシュで
推計

https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/data/kouon/heat_illness.html

【今後】

・気象用語等に係る
多言語辞書の
作成・利用促進

（2019年６月頃予定）

・気象庁HPの
多言語化

（2019年９月頃予定）

気温 天気

Extreme High Temperature Forecast for Tokyo prefecture No. 1
Issued on 17 August, 2016, at 04:54 JST
by the Forecast Department of the Japan Meteorological Agency

The temperature is expected to exceed 35°C (95°F) at some places in the 
Tokyo prefecture during the daytime on August 17th.

Temperature Forecast
Daytime highs & yesterday's highs

Tokyo       35°C (95°F)     33.1°C (91.6°F)
Oshima 31°C (88°F)     30.5°C (86.9°F)

Time period when the temperature is expected to exceed 30°C (86°F):
from 9 a.m. to 6 p.m. in Tokyo
from midday to 3 p.m. in Oshima

The potential for heat illness is higher than usual.
Please take appropriate measures, such as:
Drinking water frequently and replenishing salt lost as a result of sweating
Blocking direct sunlight using curtains
Using air conditioners appropriately
This applies especially when outside and for the elderly, infants and 
anybody not feeling well.

前日の最高気温と
当日の予想最高気温

30℃以上になる時間帯

熱中症に関する呼びかけ

リアル
タイム

２週間前

５日前

～

１週間前

前日

～

２日前

当日

～
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普及啓発・情報提供

令和元年における外国人等に向けた熱中症等関連情報の情報発信

・熱中症対策に係る英語版リーフレット（厚生労働省、消防庁、環境省の連名で作成）を全国自治体の熱中症
予防対策担当部局等に送付し、関係団体やイベントにおいて配布。
・日英で熱中症対策について併記したうちわ型の普及啓発資料や、英語版熱中症環境保健マニュアル等の
作成を予定。
・熱中症予防強化月間関連のイベントとして、成田国際空港で訪日外国人観光客、空港利用客向けに多言語
で熱中症対策の普及啓発を実施。

熱中症予防強化月間（令和元年は７・８月）
熱中症予防強化月間の際に、環境省では熱中症の予防・対
処法について成田空港・天神駅（福岡）で集中的な普及啓発
を実施する。

成田国際空港第1ターミナル
【日程】2019年7月の平日3日間
【主な対象者】 訪日外国人観光客、空港利用客

外国人向け普及啓発資料

熱中症
環境保健マニュアル

（英語版）

熱中症対策に係る
英語版リーフレット
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環境省熱中症予防情報サイトでの情報提供（平成30年度夏季アクセス数：約3,000万件）

・サイトのバリアフリー対応
H31年度から、色のバリアフリーに配慮し、暑さ指
数（WBGT）の文字色と背景色の組合せやコントラ
ストを改善。

・サイトの多言語化対応

現在、一部コンテンツの英語版はサイトに反映さ
れている。今年度、中国語（繁体字・簡体字）及び
韓国語に対応したサイトの改修、反映を実施予定。

2参考：熱中症環境保健マニュアル

暑さ指数に応じた注意事項等

31℃以上

21～25℃

28～31℃

25～28℃

全国840地点の
暑さ指数(WBGT)の
実況値･予測値を
提供。
オリパラ会場の暑
さ指数の値も2020
年度提供予定。

一部コンテンツは
英語にも対応。今
後、中国語（繁・簡）
及び韓国語にも対
応予定

お知らせや
暑さ対策の
イベント等の
告知

色のバリアフリーに
配慮し、文字色と背
景色の組合せやコ
ントラストを改善

個人向け
メール配信
サービス

実況値･予測値

をCSV形式の
データファイルで
提供

熱中症予防情報サイト

1
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外国人向け熱中症普及啓発動画の作成

3

・外国人旅行者は日本の暑さに順応していない可能性が高いことから、熱中症の危険性を認識してもらうた
め、外国人向けの簡易な熱中症普及啓発動画を作成中。６月より成田空港と都内を結ぶリムジンバス車内
にて動画を放映予定。

英語、中国語（繁
体字）、韓国語の
３ヵ国語に対応。

外国人向け熱中症予防動画の内容の一例（検討中）

環境省熱中症予
防情報サイトにつ
ながる検索ワード。

外国人向け熱中症普及啓発動画
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